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図8 多重対応分析の結果
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ぞれ31名であった。また、加害者の勤務校は図2のとおり、小学校、中学校、高等学校がほぼ同数で
あった。次に、被害者の通学校であるが10歳代が最も多かった（図3)。また、被害者の通学校は、
高等学校が多かった（図4)。加害者と被害者との面識については、有り無しがほぽ同数であった
（図5)。
次に、具体的な行為については、図6に示したように「性行為」、「体を触る」が多かった。また、
その行為の場所は「ホテル」、「校内」が多かった（図7)。
次に、各変数を用いた多重対応分析の結果は、図8の通りである。次元 lの軸を「教育現場ー非教
育現場」の軸と解釈し、次元2の軸を「直接的性行為ー間接的性行為」の軸と解釈した。これより、
教育場面の状況においては小学生に対し、校内などで体を触る、キスをするなどの性的逸脱行動があ
ると考えられた。教育の場を離れた状況においては高校生に対しホテルや自動車内にて直接的な性行
為が、また大学生や成人に対しては路上や電車内にて間接的な性行為が、それぞれあるものと考えら
れた。
未成年が被害者となる性犯罪において形態的な分類みると、強姦、強制わいせつなど身体的接触を
伴うものと、公然わいせつ、覗きなど身体的接触を必要としないものがあり、加えて児童ポルノ禁止
法、青少年保護育成条例など福祉犯の被害もある。今回の教員に対する分析においても、同様の傾向
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